
鹿児島市DMO戦略（概要版）
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実施体制図

●観光・MICE政策の立案・検証

●地域資源（ハード）整備

●DMO活動支援
　財政支援・市役所内連携

【構成】鹿児島市・観光コンベンション協会（地域DMO）・鹿児島県・観光連盟・商工会議所・各事業者団体

評議員会

理事会

事務局

鹿児島市観光未来戦略
行　政 地域DMO

観光未来戦略総合会議

鹿児島観光コンベンション協会
観光・MICE の誘致活動・受入整備
マーケティング・マネジメント

幹事会（事務レベル）

DMO経営企画会議
理事長・副理事長 2名・理事 3名程度・専務理事

ワーキンググループ　マーケティングに係る横断的なミッションを官民連携で推進

各事業者

賛助会員（約300社）
商工会議所・宿泊事業者
交通事業者・飲食事業者
物販事業者・観光施設

金融機関
情報通信事業者

その他事業者団体 等

鹿児島市

MICE誘致
広義の観光

着地型コンテンツ開発
インバウンド受入整備 プロモーション

宿泊施設 交　　通 飲　　食 物　　販 体　　験 スポーツ そ の 他

役
割
分
担
・
連
携

国
観光庁
JNTO

九　州

九州観光機構
市　民

鹿児島県域
県

観光連盟
他市町村

行政・観光協会・DMO

連携
参画連携 連携連携

鹿児島市 DMO の目指す姿

DMO 戦略の位置づけ

KPI（実績・目標）

VISION（ビジョン）
DMO KAGOSHIMAの基本目標

訪れる人の感動・暮らす人の幸せをつくる“稼ぐ観光”の実現
～ 世 界 を 魅 了 するまち ＫＡＧＯＳＨＩＭＡ ～

MISSION（ミッション）
DMO KAGOSHIMAの使命

観光地域づくりの舵取り役として「訪れる人の満足度・消費額」
「地域事業者の収益」「暮らす人の満足度」を向上させます。

VALUE（バリュー）
使命を達成するためにDMO KAGOSHIMAの目指す姿

マーケティングを通じて訪れる人へ新たな価値を創造し
マネジメントを通じて地域事業者・暮らす人へ観光の効果を拡大します。

第４期観光未来戦略（鹿児島市策定）
・基本目標（ビジョン）、
重点施策等の設定

・役割分担等の明確化
 など

【計画期間】
2022 年度～ 2026年度

推進体制
観光未来戦略総合会議

幹　事　会

・観光地域マーケティング戦略
・観光地域マネジメント
・国内外のターゲットを設定　など

【計画期間】2024 年度～ 2026年度

推進体制
ＤＭＯ経営企画会議

ワーキンググループ

ＤＭＯ戦略（鹿児島市ＤＭＯ策定）

連 携

公益財団法人 鹿児島観光コンベンション協会 （令和5年12月策定）

指標項目 2022（R4）年
【実績値】 2023（R5）年 2024（R6）年 2025（R7）年 2026（R8）年

観光消費額（億円） 869 1,500 1,540 1,580 1,600

うち外国人 7 150 170 180 200

延べ宿泊者数（千人） 2,958 3,920 3,960 3,990 4,000

うち外国人 22 490 530 570 600

来訪者満足度（%）
日本人 66.6 100 100 100 100

外国人 － 100 100 100 100

リピーター率（%）
日本人 61.3 59 60 61 62

外国人 － 19 20 21 22

１人１泊あたりの
観光消費額（円）

日本人 23,500 28,500 29,000 29,600 30,000

外国人 － 30,700 31,500 32,200 33,000

経済波及効果（億円） 1,204 2,060 2,110 2,170 2,200

WEBサイトのアクセス数（PV数） 3,940,345 4,780,000 4,860,000 4,940,000 5,000,000
※年度で測定 うち外国人 166,799 1,000,000 1,090,000 1,170,000 1,230,000



基本戦略 基本方針
取組方針 関連する

主なKPI2024年度（R6） 2025年度（R7） 2026年度（R8）

１
⑴地域マネジメントの体制構築

①多様な関係者と連携した推進体制の構築
②関係者が実施する観光関連事業と戦略等の整合性に関する調整
③行政（観光庁・県・市）や他のDMO等との連携

・観光消費額
・経済波及効果⑵地域マーケティングの仕組づくり ①統計データ・観光客データの収集・分析・共有

②観光CRM等によるニーズ把握・分析・共有

⑶持続可能な観光地づくり ① SDGs に資する観光地づくりの取組推進

２ ⑴MICE の誘致・受入 ①MICE 誘致戦略プランの推進 ・観光消費額
・延べ宿泊者数

３ ⑴戦略的なプロモーションの展開 ①データを活用した国内外からの誘客につながるプロモーションの展開
②鹿児島ファン拡大に向けたプロモーションの推進

・延べ宿泊者数
・WEBサイトのアクセス数

⑵観光クルーズ船の誘致・受入 ①県・市・関係団体等と連携した観光クルーズ船の誘致・受入 ・観光消費額

４ ⑴キャッシュポイント（商品）
づくり、高付加価値化・差別化

①多様な関係者による観光商品・観光サービスづくり・高付加価値化・
差別化
②体験型観光メニューの充実等

・延べ宿泊者数
・1人1泊あたりの観光
消費額

５ ⑴国内外の観光客の受入・案内
　機能の充実

①多言語化などインバウンド対応の充実
②観光案内機能の強化
③受入環境整備に関する地域の取組の調整・支援
④災害等の非常時における観光客への情報発信

・延べ宿泊者数
・来訪者満足度
・リピーター率

６ ⑴地域経済循環を高める ①地消地産の促進
②マイクロツーリズムの促進

・観光消費額
・経済波及効果
・リピーター率⑵旅アトの消費機会の創出 ①旅アトの観光客への情報発信

基盤強化プロジェクト
～戦略の円滑な推進のために～　　

⑴観光の意義・効果、DMOの役割等の
　理解促進

①観光の意義・効果、DMOの役割等の啓発
・市民・関係者向けのDMOの事業報告会・セミナー等において、観光の意義・効果やDMO
の役割・取組等について周知・啓発を実施

⑵DMOの経営基盤の強化

①安定的な財源確保
・自律的・継続的なDMO戦略の取組の実行に必要な安定的かつ多様な運営資金を確保するため、
自主財源（特定財源、負担金）などの確保に向け、具体的な行動計画を策定し計画的に取り組む

②求められる職員像の整理や人事評価制度の導入によるDMO職員の人材育成
・DMO職員には、マーケティング・マネジメント等の専門性が必要であることから、求めら
れる職員像の整理や人事評価制度の導入を行い、DMO職員の人材育成に取り組む

⑶観光分野のデジタル化の推進
①横断的なデジタル化の推進
・観光客の利便性向上やマーケティングデータの取得・分析等に向け、観光分野の横断的なデ
ジタル化を推進する

国　内 海　外

第1ターゲット 第2ターゲット 第1ターゲット 第2ターゲット

■三大都市圏（関東・関西・中部）の旅行愛好者
■三大都市圏のＭＩＣＥ主催者

■九州地方（福岡・熊本）や中国地方（広島）の
リピーター

■東アジア（香港・台湾・中国・韓国）、東南ア
ジア（ベトナム・タイ・シンガポール など）
■インセンティブトラベル主催者

■桜島・錦江湾の自然、文化、食、暮らしなど
の資源を強みとして誘客可能な高付加価
値旅行者

稼ぐ体制・
仕組づくり

魅力ある
コンテンツ開発

観光による波及
効果の拡大
（広義の観光）

MICE 誘致

受入体制の充実

誘客促進

戦 略 の 体 系

誘 客 タ ー ゲ ッ ト

観光に注力する背景

観光による様々な効果

鹿児島市宿泊観光客数の推移

●人口減少に伴い個人消費が減少する見通し
●個人消費の減少分を上回る観光消費額増を創造

［出所］鹿児島市

［出所］鹿児島市観光統計
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人口減少による個人消費減少分
（対R4年減少額）

コロナ前の
R元年水準に回復
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【宿泊観光客数】左軸
【うち外国人宿泊観光客数】右軸
■台湾　■韓国　■香港
■中国　■その他

大河ドラマ「篤姫」

大河ドラマ「西郷どん」
九州新幹線全線開業

新型コロナウイルス
感染症拡大

観光客の行動 経済効果の波及※ 地域への効果 住民への効果

相互交流・国際交流

地域での消費
1,495 億円

Ⓐ2,057 億円

地域の人
との交流

地域住民、学生
宿泊施設・お店等の
スタッフ　など

市民の年間消
費 支 出 の 約
12.5万人分（約
21％）に相当

●観光関連事業者、
あらゆる事業者
の収益の向上

直接効果
Ⓐ×約65%

間接効果
Ⓐ×約35%

宿　　泊
飲　　食
交　　通
観光施設
お 土 産
体　　験

など

暮
ら
す
人
の
幸
せ
へ

農　　業
水 産 業
製 造 業
サービス業

など

●所得増
●雇用増

●税収増に伴う
　市民サービスの向上

●教育の充実
●道路、交通などの
インフラの充実

●都市ブランド
　イメージの向上
●国際相互理解の
増進

●地域の価値の再
認識、地域への誇
りと愛着
●国際交流の機会
●語学力の向上

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ー
タ
の
活
用

※経済効果等は令和元年の数値 


